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世
界
が
注
目
し
た
ジ
ャ
ン
プ
台�

〜
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
複
合
競
技
〜�

　
２
月
、
イ
タ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
本
市
出
身
の
高
橋
大
斗
、
小
林
範
仁

両
選
手
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
に
出
場
、
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
健
闘
し
ま
し
た
。
競
技
が
行
わ

れ
た
の
は
、
ト
リ
ノ
近
郊
の
ま
ち
プ
ラ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
。
競
技
前
半
の
ジ
ャ
ン
プ
で
は
両
選
手
と
も
日
本
、

そ
し
て
当
市
か
ら
の
期
待
を
一
身
に
受
け
て
ア
ー
チ
を
描
き
ま
し
た
。（
10
・
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）�

広報
写真撮影：小林範仁選手の父・博さん�
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《２月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
　
平
成
18
年
２
月
定
例
議
会
は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
７
日
ま

で
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
初
日
に
は
、
市
長
の
施

政
方
針
、
行
政
報
告
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
の
大
綱
質
疑
が
行

わ
れ
、
２
月
23
・
24
・
27
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
、

３
月
１�
日
か
ら
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
議
案
等
を
審
議
し
、

７
日
に
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　
今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
２
月
定
例
議
会
の
行
政

報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
施
政
方
針
に
つ
い

て
は
、
予
算
の
概
要
と
と
も
に
４
月
１
日
号
に
掲
載
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

� 【
総
務
課
】�

　
記
録
的
な
降
雪
量
に
見
舞
わ
れ
、

12
月
24
日
、
北
秋
田
市
雪
害
警
戒

対
策
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
降
雪
の
日
が
続
き
、
鷹
巣
地

区
で
の
積
雪
深
が
92
㎝
、
阿
仁
合

で
１
０
８
㎝
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

12
月
28
日
午
後
２
時
を
も
っ
て
市

長
を
本
部
長
と
す
る
「
北
秋
田
市

豪
雪
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
幹

線
道
路
の
通
行
の
確
保
、
危
険
箇

所
の
巡
回
、
建
物
及
び
農
業
施
設

の
崩
壊
等
の
警
戒
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。�

　
降
雪
が
一
気
に
集
中
し
た
こ
と

か
ら
、
除
排
雪
作
業
が
追
い
つ
か

ず
、
市
民
へ
の
ご
不
便
を
か
け
な

が
ら
も
職
員
等
に
よ
る
調
査
結
果

に
基
づ
き
、
市
内
全
域
の
高
齢
者

や
弱
者
世
帯
の
出
入
口
確
保
や
崩

壊
の
恐
れ
の
あ
る
屋
根
の
雪
下
ろ

し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

除
排
雪
作
業
も
、
自
治
会
や
市
内

四
高
等
学
校
、
県
建
設
労
働
組
合

な
ど
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
８
日
現
在
の
人
的
被
害
は
除

雪
機
に
よ
る
作
業
事
故
３
件
、
屋

根
か
ら
の
転
落
10
件
、
雪
の
落
下

に
よ
る
事
故
２
件
が
発
生
し
、
住

宅
被
害
は
半
壊
１
件
、
一
部
倒
壊�

・
破
損
20
件
、
非
住
家
倒
壊
・
破

損
40
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
被
害
状
況
は
倒
木
７
件
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
倒
壊
41
件
、
パ
イ

プ
車
庫
倒
壊
２
件
、
雪
崩
に
よ
る

通
行
止
め
１
箇
所
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

市

民

生

活

部

関

係
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
活
動
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。�

　
水
質
汚
濁
関
連
事
故
は
１
月
末

現
在
で
11
件
発
生
。
そ
の
う
ち
、�

【
生
活
環
境
課
】�

　
交
通
指
導
隊
と
防
犯
指
導
隊
の

査
閲
式
が
１
月
14
日
、
市
役
所
本

庁
で
行
わ
れ
、
交
通
事
故
防
止
と�

【
総
合
政
策
課
】�

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
、

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
等
を
随

時
開
催
し
、
施
設
ご
と
の
審
査
を

終
え
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
今
定
例
議
会
に
提
案
し
ま
す
。�

　
「
北
秋
田
市
総
合
計
画
」
及
び

｢

北
秋
田
市
基
本
計
画｣

は
、
平
成

18
年
１
月
23
日
の
最
終
基
本
構
想

審
議
会
で
確
定
し
市
長
に
答
申
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
定
例
議
会

に
提
案
し
ま
す
。�

　
「
男
女
が
共
に
喜
び
も
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
だ
れ
も
が
そ
の
人

ら
し
く
伸
び
や
か
に
幸
せ
に
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
目
指

す
「
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
計

画
」
は
、
関
係
者
に
よ
る
検
討
委

員
会
に
よ
り
計
画
の
策
定
が
終
え

ま
し
た
。�

　
秋
田
内
陸
線
沿
線
地
域
交
通
懇

話
会
の
報
告
を
受
け
て
、
内
陸
線

を
存
続
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い

て
「
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議

会
」
で
協
議
を
重
ね
、
平
成
18
年

１
月
24
日
「
秋
田
内
陸
線
再
生
計

画
」
の
承
認
を
受
け
、
内
陸
線
再

生
に
向
け
た
活
動
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
１
月
19
日
、
東
京
都
に
お
い
て
、

旧
４
町
の
「
東
京
ふ
る
さ
と
会
」

の
代
表
と
市
長
の
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
市
と
ふ
る
さ
と
会
間
の
連

携
と
情
報
交
換
を
通
じ
、
ふ
る
さ

と
会
と
北
秋
田
市
の
相
互
協
力
支

援
を
確
認
し
ま
し
た
。�

　
１
月
20
日
、
秋
田
県
と
市
町
村

等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
秋
田
県

企
業
誘
致
推
進
協
議
会
」
の
主
催

に
よ
る
「
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ

ー
in
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
が
東
京
都
目

黒
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
首
都

圏
企
業
関
係
者
約
１
０
０
人
を
招

き
市
町
村
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

強
力
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。�

【
財
政
課
】�

　
平
成
17
年
12
月
１
日
か
ら
平
成

18
年
１
月
31
日
ま
で
に
お
け
る
工

事
等
の
発
注
状
況
は
、
５
０
０
万

円
以
上
が
22
件
で
、
４
億
３
９
１

６
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�
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診
療
患
者
数
及
び
収
入
金
額
は

前
年
比
較
で
と
も
に
微
増
傾
向
に

あ
り
、
12
月
末
現
在
、
患
者
数
で

約
10
％
、
収
入
で
は
７
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

【
保
険
課
】

　
１
月
25
日
、
第
４
回
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、
今

定
例
会
に
提
案
予
定
の
補
正
予
算

（
案
）
と
平
成
18
年
度
当
初
予
算

（
案
）
及
び
均
一
課
税
、
保
険
税

率
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。�

【
保
健
セ
ン
タ
ー
】

　
自
殺
予
防
対
策
と
し
て
４
回
に

わ
た
り
実
施
し
た
「
心
の
健
康
づ

く
り
講
座
」
は
12
月
６
日
に
保
健

セ
ン
タ
ー
で
閉
講
式
が
行
わ
れ
、

修
了
者
１
３
４
人
を
「
心
の
ふ
れ

あ
い
相
談
員
」
と
し
て
認
定
し
、

認
定
証
を
交
付
し
ま
し
た
。�

　
今
年
度
か
ら
新
た
な
受
診
方
式

と
し
て
、
全
市
を
対
象
に
実
施
し

た
市
民
ド
ッ
ク
及
び
個
別
医
療
機

関
方
式
の
基
本
健
康
診
査
は
12
月

末
で
事
業
を
終
了
し
、
市
民
ド
ッ

ク
は
３
６
５
人
、
個
別
医
療
機
関

方
式
は
９
３
９
人
の
受
診
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

【
市
民
課
】

　
昨
年
12
月
１
日
か
ら
実
施
し
た

電
話
予
約
に
よ
る
住
民
票
等
の
発

行
件
数
は
、
市
全
体
で
13
件
（
本

庁
市
民
課
10
件
、
合
川
支
所
１
件
、

阿
仁
支
所
２
件
）
の
発
行
が
あ
り

ま
し
た
。�

落
雪
等
に
よ
る
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

ら
の
油
漏
れ
事
故
が
６
件
発
生
し

て
お
り
、
除
排
雪
の
際
に
配
管
等

を
破
損
し
な
い
よ
う
注
意
を
呼
び

か
け
、
油
漏
れ
が
あ
っ
た
際
は
市

消
防
本
部
へ
の
通
報
協
力
を
市
広

報
を
通
じ
周
知
し
て
い
ま
す
。�

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
平
成
17
年
４
月
か
ら
12
月
に

お
け
る
廃
棄
物
総
搬
入
量
は
、
９

１
１
７
ｔ
で
、
前
年
度
同
期
に
比

較
し
て
１
０
０
ｔ
（
１
・
１
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
自
主
測
定
の
結
果
は
、
１
号
炉

０
・
47
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
２
号
炉
０�

・
26
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
ず
れ
も
排

出
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。�

【
医
療
推
進
課
】

　
１
月
28
日
、
統
合
病
院
建
設
の

基
本
設
計
作
成
業
者
特
定
に
向
け
、

第
２
回
の
選
定
委
員
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
年
度
内
に
業
者
を
特

定
し
、
順
次
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
と
し

て
予
定
し
て
い
る
厚
生
連
と
は
、

運
営
に
関
す
る
合
意
形
成
に
向
け

最
善
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。�

【
阿
仁
病
院
】

　
平
成
17
年
度
病
院
事
業
収
益
決

算
見
込
み
は
、
入
院
患
者
数
の
増

加
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額
に

よ
り
単
年
度
で
５
５
７
万
円
程
の

純
利
益
を
予
想
し
て
い
ま
す
。�

【
国
保
合
川
診
療
所
】

【
福
祉
課
】

（
生
活
保
護
）�

　
１
月
１
日
現
在
の
生
活
保
護
世

帯
数
は
３
３
５
世
帯
・
人
員
４
６

０
人
で
、
合
併
時
か
ら
11
世
帯
・

29
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

（
児
童
福
祉
）

　
平
成
18
年
度
の
保
育
園
入
園
申

込
み
は
、
市
内
11
の
認
可
保
育
所

へ
の
継
続
申
込
み
が
７
１
６
人
、

新
規
申
込
み
が
１
７
６
人
で
計
８

９
２
人
（
定
員
９
８
４
人
）
の
申

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
18
年
度
の
学
童
保
育
は
３

８
９
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
新
年
度
も
就
労
家
庭
へ
の
支
援

策
と
し
て
市
内
14
箇
所
の
児
童
ク

ラ
ブ
で
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

（
障
害
福
祉
）

　
４
月
施
行
の
障
害
者
自
立
支
援

法
に
つ
い
て
、
４
箇
所
で
説
明
会

を
開
催
し
た
ほ
か
、
障
害
者
施
設

や
団
体
等
の
学
習
会
に
参
加
し
、

新
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

【
高
齢
者
支
援
課
】

（
高
齢
福
祉
）

　
高
齢
者
障
害
者
等
外
出
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
で
は
約
４
０
０
人
に

通
院
等
の
交
通
手
段
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
16
年
の
国
土
交

通
省
通
達
に
基
づ
き
、
平
成
18
年

度
以
降
、
社
会
福
祉
法
人
が
行
う

に
は
、
市
が
設
置
し
た
「
福
祉
有

償
運
送
運
営
協
議
会
」
の
決
定
を

経
て
国
土
交
通
省
機
関
の
許
可
を

得
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
29
日
、
同
協
議
会
を
発

足
さ
せ
、
１
月
16
日
ま
で
に
２
法

人
の
許
可
申
請
原
案
等
の
審
査
を

い
た
だ
き
、
認
可
決
定
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
協
議
会
か
ら
は
、
安
全

管
理
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
各
事

業
者
に
そ
の
旨
の
徹
底
を
図
っ
て

い
ま
す
。�

　
福
祉
の
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、

12
月
28
日
か
ら
実
施
し
、
当
初
８

０
０
人
ほ
ど
の
登
録
者
数
で
し
た

が
記
録
的
な
豪
雪
の
影
響
か
ら
、

１
月
30
日
現
在
の
登
録
者
数
は
１

２
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
登�

録
者
の
う
ち
、
出
入
り
口
確
保
の

常
時
支
援
を
希
望
す
る
人
は
２
０

８
人
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
等
が
対
応
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
積
雪
の
状
況
に
よ
っ
て

雪
下
ろ
し
・
除
排
雪
の
支
援
を
希

望
す
る
人
は
７
２
４
人
で
建
設
技

能
事
業
者
等
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

１
月
上
旬
は
、
こ
う
し
た
作
業
提

供
者
で
は
対
応
が
追
い
つ
か
な
い

状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
１
月
末

現
在
で
は
、
ほ
ぼ
随
時
対
応
が
で

き
る
状
況
で
す
。
自
ら
の
管
理
責

任
と
集
落
関
係
者
や
民
生
児
童
委

員
の
方
々
な
ど
の
見
守
り
支
援
に

加
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

幅
広
い
参
加
も
得
て
い
ま
す
。�

（
介
護
保
険
）�

　
第
３
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
４
１
３

９
人
の
調
査
対
象
者
に
対
し
て
２

５
７
９
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、

回
収
率
は
62
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ

く
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
同
計
画
の
対
象
期
間
と

な
る
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年

度
ま
で
の
介
護
給
付
費
や
介
護
保

険
料
は
、
２
月
２
日
に
開
催
し
た

第
６
回
策
定
委
員
会
で
協
議
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
を
基
に
地
区
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

�

�

市内11の認可保育所へ892人の申込みがあり
ました（写真は昨年の鷹巣東保育園）
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　地域のさまざまな相談に応じたり、高齢者の心身の状態に合わせた支援を提供するため、「在宅介
護支援センター」を設置していますが、この度の制度改正により、新たに「地域包括支援センター」
を設置することになりました。�
　当市でも、市が直接運営している基幹型在宅介護支援センター１ヵ所と社会福祉法人等が運営する
地域型在宅介護支援センター６ヵ所で対応していますが、その内、市の基幹型在宅介護支援センター
を再編して、制度改正に伴う「地域包括支援センター」へ移行することにしました。
（地域型在宅介護支援センターについては、従来どおりの予定です。）�
　なお、要支援認定を受けた方のケアプラン作成は、本人自らが作成するか本人や家族がケアマネー
ジャーを選んで契約し作成していましたが、４月からは要支援認定者自ら作成する他は、全て地域包
括支援センターが行うことに義務化されました。（要介護１～５の認定者は今までと変りありません。）
　しかし、既に要支援認定を受け、ケアプラン作成をケアマネージャーに委託している方については、
円滑で継続的なサービス利用ができるよう、本人や家族の希望をお伺いし、できるだけ希望に添った
ケアマネージャーにケアプランの原案作成をお願いする方針です。（新規認定者についても同様の扱
いとする予定です。）�

　今までの介護保険は、要介護（要支援）認定を受けた方を対象とした「保険給付事業」でしたが、４月
からは介護保険の認定を受けていない皆様にも「介護予防に関するチラシの配布」や「ボランティア団体
などが行う介護予防活動に参加する」等によって、介護予防に努めていただくことになりました。�
　特に介護や支援が必要な状態に近いと認められる方々（高齢者全体の約５％の方々）には、「運動をして
いただく」ことや「配食によってバランスのとれた栄養を取っていただく」などのサービスを提供します。�
　なお、介護が必要な状態に近いと認められる方を『特定高齢者』と呼び、毎年行っている集団健診や病
院等で行う健康診査で高齢者全体の中から選ぶことになっています。�

地域包括支援センターが新しく設置されます�
�

【要支援認定者のケアプラン作成】�
�

介護予防のため地域支援事業を行います�
�

【地域支援事業のイメージ】�
�

※その他、市ではこれまでの一般高齢者向けの福祉事業を継続して行う予定です。

次号（３月１６日号）では、介護保険の被保険者数や認定者数の推移、

サービス事業所の整備方針、保険料について掲載します。                   

本人や家族の希望により          
ケアマネージャー（居宅介護支援事業所）
へ委託する   

地域包括支援センター
へ依頼する

本人が作成する

選
択

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

要
支
援
認
定
者

高
齢
者
全
員

特定高齢者
（高齢者の概ね５％）

一般高齢者
（特定高齢者以外）

健
康
診
査

運動機能向上や栄養改善（配食）、保健師・
ヘルパー訪問などの介護予防事業           

介護予防に関する知識の普及・啓発や自主的活
動を育成・支援する介護予防普及啓発事業など 

改正点２�

改正点３�

№2 
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№1
　平成12年にスタートした介護保険制度ですが、今年度で６年が経過することから、制度全般に

わたる見直しが行われました。新しい介護保険は、「介護が必要になったときの保険」だけでなく、

「できるかぎり要介護状態にならないように」という介護予防にも重点を置いた仕組みになります。�

　今回より３回にわたって、制度の改正や平成18年度からの介護給付費、介護保険料などについ

て掲載しますので、市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。�

　介護保険の要介護（要支援）認定を受けた方が、介護保険サービスを利用する場合、今までは利用者や
家族などの希望によって、市内外を問わずサービス事業所のどことでも契約し、利用できましたが、この
度の制度改正で「要介護状態となっても、可能な限り住み慣れた自宅、または地域で生活を継続すること
ができるようにする」という目的から、原則として１つの市町村内であっても日常生活している地域ご
とに複数の圏域を設けることになりました。その圏域を『日常生活圏域』といい、基本的にその圏域内の
要介護（要支援）認定者しか利用できない『地域密着型サービス』が設けられました。�

※現在の認知症高齢者グループホームが、４月から地域密着型サービスへ移行することになるため、現在
入居している方はそのまま継続して入居することができますが、新規に入居する場合は、原則として日
常生活圏域内の要介護（要支援）認定者に限られます。

日常生活圏域と地域密着型サービスが設けられました�

【日常生活圏域の設定】�
　当市では、介護サービスを提供する事業所や施設等について、旧各町で整備してきたなどの理由から、
合併前の旧町を１つの日常生活圏域として、市内に４つの圏域を設定しました。�

　地域密着型サービスは、次のとおりですが、利用にあたっては原則として日常生活圏域（当市の場合は、
旧町ごと）を越えて利用することはできません。

【地域密着型サービス】�

福祉事務所
合 川 支 所
森 吉 支 所
阿 仁 支 所

高齢者支援課
総合福祉課
総合福祉課
総合福祉課

a（62）1112
a（78）2116
a（72）3116
a（82）2112

■介護保険に関するお問い合わせ先�

区　分 北秋田市

４圏 域 数

旧阿仁町

１
（旧阿仁町全域）

内　訳（設定された日常生活圏域）

旧鷹巣町

１
（旧鷹巣町全域）

旧合川町

１�
（旧合川町全域）

旧森吉町

１
（旧森吉町全域）

サービスの名称
夜間対応型
訪問介護

認知症対応型
通所介護

小規模多機能型
居宅介護

認知症高齢者
グループホーム※

小規模介護
老人福祉施設

（29人以下の特養）

新・旧区分 新しいサービス新しいサービス 新しいサービス 新しいサービス
今までのグループ
ホームが移行

介護保険制度�介護保険制度�が改正されました�

改正点１�

新しい介護保険にご理解とご協力をお願いします�

 ２月６日、鷹巣地区（中央公民館）及び阿仁地区（山村開発
センター）で開催した介護保険地区説明会で配布した資料
のうち、第２期介護保険料との比較表に誤りがありました。
謹んでお詫び申し上げます。なお、正規の比較表は次回の広
報に掲載しますので、ご了承下さいますようお願い申し上
げます。�

【お詫び】　�



　広報きたあきた　18．３．１  ６�

北秋田市議会議員一般選挙�
投票日は３月26日（日）�

この一票　みんなにできる　まちづくり�

投

票

日
　
平
成
18
年
３
月
26
日
（
日
）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
ま
で�

�

　
投
票
は
、
市
内
62
カ
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が
１
時

間
繰
り
上
げ
ら
れ
、
午
後
７
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
次
の
投
票
区
で
は
さ
ら
に
１
時
間

繰
り
上
げ
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。�

（
鷹
巣
地
区
）
田
子
ヶ
沢
、
岩
谷
、
黒
沢
、

　
　
　
　
　
　
坊
山
、
葛
黒
、
竜
森
、
明
利
又�

（
合
川
地
区
）
三
里
、
三
木
田
、
鎌
沢
、�

　
　
　
　
　
　
杉
山
田�

（
森
吉
地
区
）
浦
田
、
桂
瀬
、
前
田
、
小
又
、

　
　
　
　
　
　
新
屋
布
、
五
味
堀
、
巻
渕�

（
阿
仁
地
区
）
三
枚
、
吉
田
、
水
無
、
銀
山
、�

　
　
　
　
　
　
荒
瀬
、
伏
影
、
根
子
、�

　
　
　
　
　
　
比
立
内
、
中
村�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
27
カ
所
で
す
。�

�

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。�

①
昭
和
61
年
３
月
27
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
17
年
12
月
18
日
以
前
か
ら
北
秋
田
市

　
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、
住
民

　
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
な
お
、
こ
の
選
挙
は
市
議
会
議
員
を
選
ぶ

も
の
で
す
の
で
、
平
成
17
年
12
月
19
日
以
降

に
北
秋
田
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
方
は
、
投

票
で
き
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
投
票
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
た
方
は

選
挙
権
が
な
く
な
り
、
入
場
券
が
あ
っ
て
も

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

����

●
期
日
前
投
票�

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を
得
な

い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
「
期
日
前
投
票
」
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

　
「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
際
は
、
投
票
所

入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票

宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
「
投

票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
理
由
」
を
記
入

し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

●
不
在
者
投
票�

　
出
稼
ぎ
等
で
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、
「
期

日
前
（
不
在
者
）
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」

に
記
入
の
う
え
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
の

郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

請
求
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た
病

院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す�

　
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
な�

ど
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に
重

度
の
障
害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険
証
に
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し

�

なまはげめいすいくん

　
合
併
後
初
め
て
と
な
る
北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
３
月
26
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
（
３
月
19
日
告
示
）

　
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
託
す
26
人
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち

の
明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
・
投
票
時
間�

投
票
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は�

期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す�

投
票
で
き
る
方�
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て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

��

���

　
平
成
18
年
３
月
20
日
（
月
）
〜�

　
平
成
18
年
３
月
25
日
（
土
）
ま
で�

・
北
秋
田
市
役
所
本
庁
３
階
第
３
会
議
室
　�

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で�

・
合
川
支
所
、
森
吉
支
所
、
前
田
出
張
所
、
阿
仁
支
所

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で�

����

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、
投
票
日
当
日
の

午
後
８
時
15
分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す
。�

　
現
在
、
工
事
中
の
た
め
駐
車
場
が
狭
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
で
の
ご
来
場
は

で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。�

北秋田市議会議員一般選挙　投票所開閉時間�北秋田市議会議員一般選挙　投票所開閉時間�

期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所�

開
票
は
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す�

鷹巣第１�

鷹巣第２�

鷹巣第３�

南 鷹 巣 �

摩 当 �

太 田 �

掛 泥 �

綴 子 �

田子ヶ沢�

岩 谷 �

糠 沢 �

田 中 �

坊 沢 �

緑 ヶ 丘 �

黒 沢 �

今 泉 �

前 山 �

坊 山 �

小 森 �

沢 口 �

川 口 �

七 日 市 �

葛 黒 �

竜 森 �

明 利 又 �

道 城 �

上 杉 �

合川駅前�

川 井 �

金 沢 �

木 戸 石 �

増 沢 �

鷹巣中央保育園�

中央公民館�

北秋田市役所�

南鷹巣集会所�

栄生活改善センター�

サテライトステーションさかえ�

掛泥部落会館�

綴子基幹集落センター�

田子ヶ沢セリ集荷所�

岩谷林業センター�

糠沢部落会館�

田中総合センター�

坊沢公民館�

緑ヶ丘担い手センター�

黒沢生活改善センター�

今泉生活改善センター�

前山森林交流センター�

坊山部落会館�

小森部落会館�

沢口林業センター�

川口自治会館�

七日市基幹集落センター�

葛黒林業センター�

三ノ渡児童館�

松沢部落会館�

道城児童館�

合川東小学校�

北秋田市合川支所�

合川公民館川井分館�

合川公民館金沢分館�

木戸石児童館�

増沢集会施設�

７時～19時�

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時�

李 岱 �

新 田 目 �

羽 根 山 �

根 田 �

三 里 �

三 木 田 �

鎌 沢 �

杉 山 田 �

米内沢第１�

米内沢第２�

本 城 �

米内沢駅前�

長 野 �

大 野 岱 �

浦 田 �

桂 瀬 �

前 田 �

小 又 �

新 屋 布 �

五 味 堀 �

巻 渕 �

三 枚 �

吉 田 �

水 無 �

銀 山 �

荒 瀬 �

伏 影 �

根 子 �

比 立 内 �

中 村 �

７時～19時�

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時�

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時�

李岱研修施設�

新田目児童館�

羽根山活性化施設�

東根田多目的集会施設�

三里担い手センター�

三木田多目的集会施設�

鎌沢生活改善センター�

杉山田集会施設�

森吉コミュニティセンター�

北秋田市森吉支所�

本城コミュニティセンター�

米内沢駅前自治会館�

アグリハウス�

大沢会館�

浦田児童館�

桂瀬自治会館�

前田体育館�

前田駅前自治会館�

新屋布コミュニティセンター�

五味堀コミュニティセンター�

根森田コミュニティセンター�

阿仁公民館三枚分館�

阿仁公民館吉田分館�

阿仁ふるさと文化センター�

山村開発センター�

荒瀬地区コミュニティセンター�

阿仁公民館伏影分館�

根子児童館�

農村環境改善センター�

中村地区コミュニティセンター�

投票区 投　票　所 投票所開閉時間 投票区 投　票　所 投票所開閉時間

で囲まれている投票区は、投票所の閉鎖時刻が早まっています

◎お問い合わせ
　　　北秋田市選挙管理委員会事務局
　　　　　　  a６２―６６１４
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七
日
市
・
葛
黒
集
落
に
伝
わ
る
小
正
月
行
事
「
火

祭
り
か
ま
く
ら
」
が
、
も
ち
っ
こ
市
の
始
ま
っ
た
２

月
11
日
、
大
太
鼓
の
館
の
隣
接
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
行
事
は
、
雪
の
厚
い
田
ん
ぼ
に
立
て
た
木
に

稲
わ
ら
や
豆
が
ら
を
巻
き
つ
け
て
火
を
放
ち
、
燃
え

上
が
っ
た
木
を
火
の
神
に
な
ぞ
ら
え
て
無
病
息
災
や

無
火
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
お
よ
そ

２
５
０
年
前
の
宝
暦
年
間
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。�

　
ご
神
体
と
し
て
用
い
る
適
度
な
木
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
10
年
を
最
後
に
途
絶
え
て

い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
か
ら
旧
鷹
巣
町
観
光
協
会
が

復
活
さ
せ
、
も
ち
っ
こ
市
と
と
も
に
同
会
場
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。�

餅
や
漬
物
な
ど
特
産
品
が
ズ
ラ
リ

第
12
回
「
も
ち
っ
こ
市
」
開
催

　
鷹
巣
物
産
協
会
（
高
橋
實
会
長
）
主
催
の
「
も
ち
っ

こ
市
」
が
２
月
11
・
12
日
、
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
観
光
客
が
遠
の
く
冬
季

間
の
誘
客
を
図
ろ
う
と
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
12

回
目
を
迎
え
、
新
し
い
小
正
月
行
事
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。�

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
神
事
の
あ
と
高
橋
会
長

が
「
市
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
開
催
方

法
な
ど
を
探
り
な
が
ら
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
会
場
に
設
営
さ
れ
た
テ
ン
ト
で
は
、
干

し
餅
や
切
り
餅
、
お
や
き
と
い
っ
た
手
作
り
の
餅
か

ら
白
菜
漬
け
や
高
菜
漬
け
な
ど
の
漬
物
類
ほ
か
、
地

元
の
特
産
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
、
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

燃
え
盛
る
火
に
無
病
息
災
を
祈
願

民
俗
行
事
「
葛
黒
の
火
祭
り
か
ま
く
ら
」

武
石
将
貴
く
ん
が
最
優
秀
賞
受
賞

 

『
健
康
と
夢
に
向
か
っ
て
』
と
題
し
た
武
石
将
貴

く
ん
（
浦
田
小
５
年
）
の
作
文
が
、
秋
田
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
の
主
催
す
る
「
健
康
づ
く
り
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
最
優
秀
賞
（
高
学
年
の
部
）
に

輝
き
ま
し
た
。�

 

北
秋
田
市
か
ら
は
高
学
年
の
部
の
優
秀
賞
に
神
成

寧
々
さ
ん
（
米
内
沢
小
６
年
）
、
低
学
年
の
部
の
佳

作
に
佐
藤
芙
優
さ
ん
（
合
川
東
小
２
年
）
の
二
人
も

素
直
で
い
き
い
き
と
書
か
れ
て
い
る
と
入
賞
を
果
た

し
て
い
ま
す
。�

 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
武
石
く
ん
の
作
品
は
「
日

常
生
活
を
リ
ズ
ム
良
く
過
ご
す
、
病
気
に
な
っ
て
も

気
持
ち
で
負
け
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
、
そ
し
て
、

夢
を
実
現
す
る
に
は
心
も
体
も
健
康
で
な
け
れ
ば
」

と
書
か
れ
、
健
康
へ
の
前
向
き
な
意
識
の
高
さ
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

県
国
保
連
主
催
「
健
康
づ
く
り
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

ご神体となった木の燃えさしを持ち帰り、祀って

おくと無火災のお守りになると言われています

「夢は、潜水士になって人命救助をすること。

実現のためにがんばる」と綴った武石くん

開会セレモニーでは、集まった人たちに

紅白の餅が振舞われました
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「
門
（
か
ど
）
舞
い
」
で
厄
払
い

　
阿
仁
根
子
集
落
で
小
正
月
行
事
と
し
て
伝
承
さ
れ

て
い
る
「
門
舞
い
（
獅
子
舞
い
）
」
が
２
月
14
日
、

根
子
児
童
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
集
落
に
は
「
村
の
鎮
守
様
」
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
る
観
音
堂
に
家
内
安
全
や
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願

す
る
観
音
講
（
家
々
を
順
番
に
回
る
）
が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
門
舞
い
は
、
そ
の
縁
日
で
あ
る
旧
暦
１

月
17
日
に
当
番
の
家
で
厄
年
の
人
々
を
含
む
地
域
の

住
民
を
招
き
、
獅
子
の
舞
い
で
１
年
間
の
厄
を
払
い
、

安
全
を
祈
願
す
る
と
い
う
伝
統
行
事
で
す
。�

　
会
場
の
大
広
間
に
は
水
木
に
刺
し
た
色
と
り
ど
り

の
繭
玉
も
飾
ら
れ
、
笛
、
太
鼓
の
お
囃
子
に
２
頭
の

獅
子
が
登
場
し
、
集
ま
っ
た
人
々
の
頭
を
次
々
に
噛

み
な
が
ら
軽
快
な
舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。�

根
子
集
落
で
伝
統
の
小
正
月
行
事

　
阿
仁
地
区
「
町
内
在
住
国
際
結
婚
支
援
の
会
」
（
平

山
哲
会
長
）
の
親
睦
交
流
会
が
２
月
19
日
、
打
当
温

泉
マ
タ
ギ
の
湯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
会
は
、
阿
仁
地
区
に
在
住
す
る
国
際
結
婚
家

族
の
豊
か
で
安
心
な
暮
ら
し
の
支
援
と
国
際
結
婚
に

関
す
る
情
報
提
供
等
を
目
的
に
平
成
16
年
に
設
立
さ

れ
、
異
国
に
嫁
い
で
来
ら
れ
た
方
た
ち
の
心
の
支
え

の
一
助
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
嫁
い
だ
当
初
は
異
な
る
習
慣
や
文
化
・
言
葉
な
ど

に
随
分
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
家
族
や

子
ど
も
た
ち
を
通
じ
て
乗
り
越
え
る
事
が
出
来
た
と

に
こ
や
か
に
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
カ
ル

タ
遊
び
な
ど
を
し
て
交
流
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。�

今
は
第
一
の
ふ
る
さ
と
で
す

阿
仁
地
区
「
国
際
結
婚
支
援
の
会
親
睦
交
流
会
」

お互いの近況報告と今後の活動について話し

合いが行われ、家族同士の交流も深めました

自
然
と
雪
に
触
れ
合
い
、
熱
い
レ
ー
ス
を
展
開

　
第
４
回
北
欧
の
杜
ウ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ム
２
０
０
６

（
大
会
実
行
委
員
会
主
催
）
が
２
月
18
・
19
日
、
大

野
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
旧
合
川
町
で
行
わ
れ
た
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
が
前
身
と
な
り
、
雪
の
上
で
行
わ
れ
る
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
と
し
て
、
自
然
の
魅
力
と
冒
険
的
な
要

素
が
面
白
い
と
愛
好
家
の
評
判
を
呼
ん
で
い
ま
す
。�

　
競
技
は
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
西
洋
か
ん
じ
き
）
を

履
き
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
使
い
、
山
の
中
の
決
め
ら

れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
も
の
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ラ
ン
の
種
目
を
チ
ー
ム
で
競
う
も
の

な
ど
。
厳
し
い
競
技
な
が
ら
、
雪
国
で
な
け
れ
ば
体

験
で
き
な
い
と
関
東
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。�

ウ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ム
２
０
０
６

�

獅子の舞いとお囃子を担当する人々を「門舞い

連中」と呼び、毎年正月から稽古に励みます

スノーシュー（西洋かんじき）を履き、アップ

ダウンの激しい雪山約10キロを走る選手たち



飛
ん
だ
、
走
っ
た
！

飛
ん
だ
、
走
っ
た
！

飛
ん
だ
、
走
っ
た
！

▲▼テレビ観戦で応援する阿仁地区の皆さ
ん（上：2月11日、阿仁ふるさと文化センター）
と、高橋選手の母校鷹巣農林高校の生徒・教
職員らの皆さん（下：2月15日、同校会議室で）。
高橋・小林両選手をはじめ大画面に写され
た日本人選手に、大声援を送りました。

▲日章旗を振って声援を送るふるさとからの応援団
　（11日、複合競技の会場となったプラジェラートで）　ジャンプ会場に隣接する

距離競技の会場。スキーのク
ロスカントリーと、ノルディ
ック複合の距離の会場で、
8000人を収容できる。全長
約6200mと約3800mの2つ
のコースがあり、これらを交
差させることで、中距離など
あらゆる種目を実施した。
　

　
２
月
10
日
か
ら
26
日（
現
地
時
間
）ま
で
行
わ
れ

た
ト
リ
ノ
五
輪
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
に
は
本

市
出
身
の
高
橋
大
斗
、小
林
範
仁
の
両
選
手
、そ
し

て
大
館
市
の
畠
山
陽
輔
選
手
ら
大
館
北
秋
出
身
勢

が
出
場
、世
界
の
強
豪
を
相
手
に
健
闘
し
ま
し
た
。�

　
複
合
競
技
で
行
わ
れ
た
種
目
は
11
日
の「
個
人
」

と
21
日
の「
個
人
ス
プ
リ
ン
ト
」、そ
し
て
15
日
の
男

子
団
体
の
３
種
目
。�

　
ジ
ャ
ン
プ（
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
×
２
本
）と
距
離
15

㌔
を
行
う「
個
人
」で
は
小
林
選
手
が
16
位
、高
橋
選�

手
が
棄
権
。ジ
ャ
ン
プ（
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
×
１
本
）と
距

離
７
・
５
㌔
を
行
う「
個
人
ス
プ
リ
ン
ト
」で
は
高
橋

選
手
が
15
位
、小
林
選
手
が
18
位
。そ
し
て
男
子
団

体
で
は
６
位
と
メ
ダ
ル
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、日
本
人
選
手
の
健
闘
ぶ
り
は
、ふ
る
さ
と
で
応

援
す
る
私
た
ち
を
大
い
に
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
行
わ
れ
た「
個
人
」の
競
技
日
に
は
、日
本

か
ら
高
橋
、小
林
、畠
山
選
手
の
家
族
ら
も
駆
け
つ

け
、生
の「
秋
田
弁
」で
声
援
を
送
り
ま
し
た
。�

　
広
報
で
は
、小
林
選
手
の
父
・
博
さ
ん
に
現
地
で

の
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
ま
し
た
。表
紙
と
こ
の
ペ

ー
ジ
に
使
用
し
て
い
る
写
真
は
小
林
さ
ん
撮
影
に

よ
る
も
の
で
す
。�

▼
ま
ち
な
み
が
美
し
い
ト
リ
ノ
市
内
。中
央
の
尖
塔
は
ト
リ

ノ
の
シ
ン
ボ
ル「
モ
ー
レ
・
ア
ン
ト
ネ
ッ
リ
ア
ー
ナ
塔
」。19

世
紀
、ユ
ダ
ヤ
教
寺
院
と
し
て
建
設
さ
れ
、変
遷
を
経
て
現

在
は
映
画
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。黒
澤
明
監
督

作
品「
羅
生
門
」の
ポ
ス
タ
ー
も
展
示
さ
れ
て
い
る
と
か
。

高
橋
・
小
林
・
畠
山
３
選
手
の
家
族

の
皆
さ
ん
は
現
地
で
応
援

ふるさとから大声援！

　東京から応援に訪れたという複合競技の女性ファン。
高橋、小林、畠山選手をはじめ、日本の複合選手をプリ
ントした手づくりの応援幕を手に早くから会場入りし、
零下１5度にもなる会場で競技が始まるのをずっと待
っていたそうです。

▲

▲

　
こ
の
２
月
、

　
こ
の
２
月
、イ
タ
リ
ア

イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
行
わ
れ
た
冬
季
五
輪
に
は
、

ト
リ
ノ
で
行
わ
れ
た
冬
季
五
輪
に
は
、本
市
出
身
の
高
橋
大

本
市
出
身
の
高
橋
大

斗
・
小
林
範
仁
両
選
手
や
大
館
市
出
身
の
畠
山
選
手
が
出
場
、

小
林
範
仁
両
選
手
や
大
館
市
出
身
の
畠
山
選
手
が
出
場
、大
舞
台
で
健
闘
し
ま
し

大
舞
台
で
健
闘
し
ま
し

た
。
た
。両
選
手
の
家
族
は
現
地
の
競
技
会
場
で
、

両
選
手
の
家
族
は
現
地
の
競
技
会
場
で
、そ
し
て
、

そ
し
て
、ふ
る
さ
と
で
は
市
民
が
テ
レ
ビ

ふ
る
さ
と
で
は
市
民
が
テ
レ
ビ

観
戦
で
大
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

観
戦
で
大
声
援
を
送
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す

そ
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
２
月
、イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
行
わ
れ
た
冬
季
五
輪
に
は
、本
市
出
身
の
高
橋
大

斗
・
小
林
範
仁
両
選
手
や
大
館
市
出
身
の
畠
山
選
手
が
出
場
、大
舞
台
で
健
闘
し
ま
し

た
。両
選
手
の
家
族
は
現
地
の
競
技
会
場
で
、そ
し
て
、ふ
る
さ
と
で
は
市
民
が
テ
レ
ビ

観
戦
で
大
声
援
を
送
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技

■
ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技

■
ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技

高
橋
が
、
小
林
が

高
橋
が
、
小
林
が

高
橋
が
、
小
林
が

▲

　
最
初
の
種
目

　
最
初
の
種
目「
個
人
」

「
個
人
」終
了
後
、

終
了
後
、距
離
会
場
に
い
た
ふ
る
さ

距
離
会
場
に
い
た
ふ
る
さ

と
か
ら
の
応
援
団
に
気
付
き
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
小
林
範
仁

と
か
ら
の
応
援
団
に
気
付
き
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
小
林
範
仁

選
手
選
手（
左
）

（
左
）と
畠
山
陽
輔
選
手
。

と
畠
山
陽
輔
選
手
。地
元
か
ら
の
声
を
伝
え
る
と
、

地
元
か
ら
の
声
を
伝
え
る
と
、

こ
の
後
行
わ
れ
た
団
体
と
個
人
ス
プ
リ
ン
ト
で
も
力
を
出
し

こ
の
後
行
わ
れ
た
団
体
と
個
人
ス
プ
リ
ン
ト
で
も
力
を
出
し

切
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す

切
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

▲

　
最
初
の
種
目「
個
人
」終
了
後
、距
離
会
場
に
い
た
ふ
る
さ

と
か
ら
の
応
援
団
に
気
付
き
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
小
林
範
仁

選
手（
左
）と
畠
山
陽
輔
選
手
。地
元
か
ら
の
声
を
伝
え
る
と
、

こ
の
後
行
わ
れ
た
団
体
と
個
人
ス
プ
リ
ン
ト
で
も
力
を
出
し

切
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
最
初
の
種
目「
個
人
」前
半
の
ジ
ャ

ン
プ
１
本
目
を
飛
び
終
え
た
後
の
高

橋
大
斗
選
手
。観
客
席
か
ら
の
声
援

に
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。し
か
し
こ

の
日
、高
橋
選
手
は
腰
痛
の
た
め
大

事
を
取
っ
て
距
離
を
棄
権
、「
団
体
」

に
備
え
ま
す
。

▲
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学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

阿仁公民館荒瀬分館（男性料理教室）�

　
男
性
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
が
２
月
10
日
、
阿
仁
公
民
館
荒
瀬

分
館
で
開
催
さ
れ
、
荒
瀬
地
区
の
主
夫
（
し
ゅ
ふ
）
10
人
が
参
加
し

腕
を
振
る
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
の
献
立
は
「
大
根
と
豚
バ
ラ
肉
の
煮
込
み
・
こ
ん
に
ゃ
く

の
ピ
リ
辛
煮
・
黒
豆
ご
は
ん
・
き
の
こ
の
山
か
け
椀
」
の
４
品
。
初

心
者
に
は
少
し
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
メ
ニ
ュ
ー
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

講
師
の
斉
藤
さ
ん
の
指
導
と
受
講
者
の
熱
心
さ
で
要
領
良
く
調
理
が

進
み
ま
し
た
。
男
性
同
士
な
の
で
気
兼
ね
な
く
教
室
は
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
。
出
来
上
が
り
も
上
々
で
、
皆

さ
ん
笑
顔
で
の
会
食
と
な
り
ま
し
た
。�

　
始
め
は
ち
ょ
っ
と
気
が
ひ
け
る

と
話
し
て
い
た
方
も
「
料
理
は
面

白
い
！
」
「
さ
っ
そ
く
家
族
に

作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
言
う
方

や
「
家
事
の
大
変
さ
を
実
感
」

「
毎
日
家
事
を
し
て
い
る
女
性

は
ス
ゴ
イ
！
」
と
改
め
て
感
謝

す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
　

時
々
は
「
男
子
厨
房
に
入
る
」
も

い
い
も
の
で
し
た
。�

�

　�

　合川公民館では新年を新たな気持ちで迎えてもらおうと、
1月12 日、「新春お茶会」を開催しました。�
　講座には約50人が参加し、講師には裏千家宗綱さん他２
名の方をお迎えし、さらに、あいかわ保育園の年長児35人
がお運びをしてお手伝いしてくれました。�
　宗綱さんからお茶についての講義を受けた後、掛け軸を
掛け、花と香合の床飾りをした新春ムードの漂うホールに
移りました。�
　テーブルとイスの茶席に着座し、園児が「お茶をどうぞ」
とかわいい声でお菓子と抹茶を勧めました。参加者の皆さ
んは、「子どもたちに運んでもらい感激」「80 の手習い、い
い経験になった」などと感想を述べていました。また、地
域づくりの在り方について沢山の意見が出されました。�

　森吉公民館の「老壮・婦人大学合同研修」が１月31 日、
森吉コミュ二ティセンターで開かれました。受講生・市
民あわせて約100 人が出席し、岸部陞市長の講演を聴講
しました。市長は、建設が予定されている新病院や老人
福祉、指定管理者制度の導入について分かりやすく説明し、
市の将来展望を話されました。�
　また医師でもある市長は、寒い日が続いているのでお
風呂に入るときは、脱衣所にストーブを置くなどして暖
をとって、急激な温度差をつくらないように心がけること、
肺炎の予防ワクチンは一度受けると肺炎にかからなくな
ると言われているので、市の補助を積極的に利用し、予
防に努めて欲しいなどと話されました。会場からは、地
域づくりの在り方について沢山の意見が出されました。�

料理を通じて家事の大変さを実感�

あいかわ保育園児と交流�

合川ことぶき大学「新春お茶会」�

森吉公民館「老壮・婦人大学合同研修（公開講座）」�

今後の市の将来展望を考えながら�

　
岸
部
市
長
の
講
演
を
聴
講
し

た
老
壮
・
婦
人
大
学
合
同
研
修

▼

子
ど
も
た
ち
も
お
茶
会
の
お
手
伝
い

▼�

▲凝ったメニューに挑戦した阿仁公民館
の男性料理講座。参加者は料理の楽しさ
と家事のたいへんさを実感しました。

MANABI　NO　HIROBA
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MANABI　NO　HIROBA

�

 北秋田市内各地区のスキー大会が１月から２月にか

けて行われました。１月29日は大館北秋田小学校スキ

ー米内沢大会。小学校17校434人の参加のもと、米内

沢スキー場を会場に開催されました。２月５日には第

44回鷹巣地区スキー大会が薬師山スキー場で開かれ、

ちびっこから大人まで約300人がさわやかな汗を流

しました。また、２月12日には第51回阿仁部学童スキ

ー大会が阿仁・高津森クロスカントリーコースと森吉

山阿仁スキー場で開催され、吹雪で視界が利かなくな

るほどの悪天候の中、約450人の児童たちが元気にノ

ルディックとアルペン競技で競い合いました。�

　寒さの厳しいこの時期、選手はもとより、チーム関

係者、応援の人及び役員の方々、本当にお疲れ様でした。�

　鷹巣子ども会主催の将棋・オセロ大会が２月18日、市中央公民館を会場に開催されました。�

　将棋の部には８名、オセロの部には46名が参加し、予選リーグ、決勝トーナメントを行い順位が決定し

ました。それぞれの部で、逆転また逆転で熱戦が展開されました。結果は、次の通りです。�

米内沢スキー大会・鷹巣地区スキー大会・阿仁部学童スキー大会�

スポーツを通しての交流�

阿
仁
部
学
童
ス
キ
ー
大
会（
２
／
12
）

郡
市
米
内
沢
ス
キ
ー
大
会（
１
／
29
）

将
棋
の
部

オ
セ
ロ
の
部

※前号の写真説明で市生涯学習奨励員会長　櫻庭善太郎さんとありましたが、櫻田善太郎さんの誤りです。�

◇将棋・オセロ大会◇� ～鷹巣子ども会連絡協議会主催～�

�

優　勝

準優勝

第３位

　〃

後藤　優武（朝あけ）�

織田虎二郎（南鷹巣）�

鈴木　達矢（日の丸）�

佐藤　　樹（糠　沢）�

�

三日田貴彦（日の丸）�

細田　辰巳（大　堤）�

成田　悠理（若　杉）�

宮沢　結衣（堂ヶ岱）�

北林　草太(なかたい)�

宮沢　　萌（堂ヶ岱）�

藤島　俊也（一番星）�

山口なつみ（旭　町）�

小笠原幹也（前　山）�

成田　基武（今　泉）�

齊藤　高範（夕やけ）�

藤嶋　　健（鷹　舟）�

【オセロ１・２年】 【オセロ３・４年】 【オセロ５・６年】 将　棋
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秋
田
内
陸
線
　�

　
　
　
再
生
に
向
け
て
出
発
進
行
！�

シリーズ�
     　〈1〉�
�

���

　
秋
田
内
陸
線
は
、
平
成
元
年
に
北
秋
田
と

仙
北
地
域
を
結
ぶ
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し

て
全
線
開
業
し
、
沿
線
地
域
住
民
の
生
活
を

支
え
る
交
通
手
段
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
近
年
は
人
口
の
減
少
や
車
社
会

の
進
展
な
ど
に
よ
り
乗
客
数
が
減
少
し
、
会

社
で
は
毎
年
３
億
円
近
い
経
常
損
失
（
赤
字
）

と
な
り
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。�

��

　
平
成
14
年
〜
16
年
度
を
「
頑
張
る
３
年
間
」

と
位
置
づ
け
経
営
改
善
に
努
力
し
た
結
果
、

定
期
外
客
（
行
楽
客
等
）
の
回
復
に
は
明
る

さ
が
見
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
定
期
客
（
日

常
生
活
客
）
の
減
少
や
、
安
全
運
行
の
た
め

の
施
設
改
修
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
経
営
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。�
�

�

　
平
成
15
年
12
月
「
秋
田
内
陸
沿
線
地
域
交

通
懇
話
会
」
が
設
置
さ
れ
、
今
後
の
地
域
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
『
内
陸
線
に
つ
い
て
は
、

行
政
、
地
域
住
民
、
会
社
が
一
体
と
な
っ
て

再
生
に
全
力
を
尽
く
す
』
と
し
、
平
成
17
年

７
月
「
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、
本
年
１
月
「
秋
田
内
陸
線
再
生

計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。�

���������������

　
秋
田
内
陸
線
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
重

要
な
交
通
手
段
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
め
る
上
で
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
産
業
と
の
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
り
地
域
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
な
が
る
貴
重
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
源
と
し
て
の
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
も
持
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
機
に
沿
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
が
一
丸
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
自
分
た
ち
の
内
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
は
、
自
分
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
る
！
」
と
い
う
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
熱
意
を
持
ち
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
ひ
と
り
が
支
援
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
走
り
続
け
て
も
ら
お
う

と
す
る
も
の
で
す
。�

��

★
利
用
者
へ
の
利
便
性
向
上�

★
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上�

★
積
極
的
な
地
域
乗
車
運
動�

★
沿
線
地
域
団
体
や
住
民
に
よ
る
支
援
活
動�

★
観
光
産
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
強
化
等�

�

秋
田
内
陸
線
　�

　
　
　
再
生
に
向
け
て
出
発
進
行
！�

　このシリーズは、北秋田市、�
仙北市、上小阿仁村の広報で�
３回連載されます�

悲
願
の
全
線
開
業
と�

　
　
　
　
　
厳
し
い
経
営
環
境

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

再
生
に
向
け
た
検
討

秋
田
内
陸
線
の
現
状�

再
生
計
画
が
目
指
す
も
の�

秋田内陸線
私たちの熱意と支援行動

住民の安心な生活 沿線地域の活性化

再
生
計
画
の
主
要
施
策
と
目
標
値

経常損失への負担割合
 
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
内
陸
線
の
再
生
に

向
け
て
「
自
分
た
ち
の
鉄
道
だ
か
ら
、
自
分

た
ち
で
考
え
た
こ
と
！
」
あ
ん
な
こ
と
、
こ

ん
な
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
ご
提
言
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
お
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

も
結
構
で
す
。
�

◎
お
問
い
合
わ
せ
�

　
　
　
総
合
政
策
課
 
 
a
62�
¦
６
６
０
６�

   

　
　 kikaku

@
city
.kitaakita.akita.jp

内陸線沿線の草刈りで景観アップを�

はかるマタギスタッフボランティア�

秋 田 県

北秋田市�

仙 北 市

上小阿仁村

計
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市
　
長
　
日
　
誌

市
　
長
　
日
　
誌

２／１�

１５
〜

１
日
（
水
）

２
日
（
木
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　 

�

３
日
（
金
）

�

６
日
（
月
）

　
　
　
　 

７
日
（
火
）
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取
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。
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　広報きたあきた　18．３．１  １６�

●日時　３月17日（金）　13：30～15：30
●場所　合川農村環境改善センター
●内容　講演　「市政の近況について」
　　　　講師　北秋田市助役　佐藤　修助�
◎申し込み・お問い合わせ�
　　　合川公民館  a７８－２１１４
�
●日時　３月18日（土）　10：00～�
●場所　森吉コミュニティセンター
●内容　おやつ、工作、卵探し、卵塗り
※２年生以下の子供の場合、保護者同伴です�
●参加費　子供　300円、大人　500円
●申込期限　３月10日（金）まで�
◎申し込み・お問い合わせ　�
　　　森吉コミュニティセンター a７２－３２５９�
�
●日時　３月24日（金）　10：00～12：00または�
　　　　　　　　　　　　14：00～16：00�
●場　所　森吉コミュニティセンター
●対　象　小学校２年生以上　定員８名
●参加費　５００円　
●申込期限　３月17日（金）まで�
◎申し込み・お問い合わせ　�
　　　森吉コミュニティセンター a７２－３２５９�
�
●日時　３月29日（水）　10：00～13：00または�
　　　　　　　　　　　　18：00～21：00�
●場所　森吉コミュニティセンター
●定員　８名
●参加費　１，０００円�
●持参　２Ｌのペット�
　　　　ボトル
●申込期限　３月24日�
　　　　（金）まで�
◎申し込み�
　お問い合わせ　�
　　　森吉コミュニティセンター a７２－３２５９

第３回ろばた講座�

Ｅaster Ｐarty　キッズのイースター・パーティー�

君のハートよ位置につけ

秋田わか杉国体�
北秋田市は、バレーボール、フェンシング
山岳、アーチェリーの会場です

キッズ　アンジェラの超簡単な国際料理教室�

アンジェラの超簡単な国際料理教室�

Fifth Course:Italian
Garlic Shrimp and Broccoli Pasta�
エビとブロッコリーのパスタ�
Garlic Bacon Asparagus
アスパラベーコン
Cherry Cake
チェリーケーキ

�
�
北秋田市中央公民館　a６２－１１３０
【３月のロビー展】栄公民館　おしゃれ工房
３・３（金）～５（日）第１回北秋田市美術展覧会
 　　　　　　（5日は15:00まで） 9:00～17:00
　　４（土）手軽でおいしい家庭料理講座 9:30～13:00
　　10（金）鷹巣地区公民館定期講座
　　　　　　「閉講のつどい」　　 　 18:00～20:50
　　11（土）｢トライあんぐる｣
　　　　　　　◆みんなでおやつ作り！ 9:00～12:00
　　　　　　七宝焼き講座　　　　　  13:00～16:00
　　18（土）七宝焼き講座　　　　　  13:00～16:00
合　川　公　民　館　a７８－２１１４
【ロビー展】パッチワーク金木犀の会（１日～）
３・１（水）染め物講座～ブルーベリー～ 10:00～12:00
　　６（月）刺し子講座　　　　　　   9:30～12:00
　　９（木）ことぶき大学修業式・学習会 13:30～15:30
　　13（月）刺し子講座　　　　　　   9:30～12:00
　　17（金）ろばた講座（第３回）    13:30～15:30
　　　　　　ハーブに親しむ講座　　  10:00～12:00
森　吉　公　民　館　a７２－３２５９
３・１（水）・２（木）パソコン教室  13:30～15:00
　　９（木）郷土料理教室　　　　 　 13:30～15:00
　　14（火）初心者向け料理教室　　  10:00～13:00
　　17（金）童謡サロン　　　　　 　 13:30～15:00
　　18（土）キッズのイースター・パーティー  10:00～13:00
　　22（水）老壮・婦人大学合同閉講式 13:30～15:00
阿　仁　公　民　館　a８２－２２２０
【ロビー展】切り絵
３・１（水）子育て支援講演会（講師　内田玲子氏） 19:00～20:30
　　３（金）パンの花講習会（コスモス会） 10:00～12:00
　　　　　　ヨガ体操教室（２回目） 19:00～21:00
　　７（火）生き活き大学修了式　　 10:00～12:00
　　８（水）ヨガ体操教室（３回目） 19:00～21:00
　　13（月）いきいきスポーツ講座　 10:30～12:00
　　　　　　楽しい切り絵講座       18:30～20:00

３・７（火）介護保険制度改定についての事業者説明会 13:00～
　　12（日）工藤啓ピアノ教室発表会 13:30～
　　18（土）おはなしでてこい 14:00～
　　19（日）映画「男たちの大和」（２時間２５分）
　　　　　　入場料：大人1,700円（割引1,500円）　
　　　　　　　　　　高　校　1,400円（割引1,200円）
　　　　　　　　　　幼小中　1,000円（割引800円）
　　　　　　　　　　シニア　1,000円（割引券無し）�
 ①11:00～②14:00～
�

�

 3・11（土）～12（日）第13回Ｖリーグ男子・第９回
　　　　　　Ｖ１リーグ出場順位決定戦 鷹巣体育館

※２Ｌのペット�

ボトル、ハサミ�

を持参してください

Information　お知らせ�
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�
�
�
●日時　16日（木）　受付　13：00～13：30
●場所　北秋田市保健センター
●持参　母子健康手帳、予診票�
�
●日時　14日（火）　受　　付　13：30～14：30�
　　　　　　　　　　相談時間　14：00～16：00�
●場所　鷹巣阿仁福祉環境部（北秋田保健所）
●相談対応医師　公立米内沢総合病院
　　　　　　　　精神科科長　戸澤　琢磨　医師�

�

�

�

�

�

�

●時間　９：00～12：00
●場所、日にち
　北秋田市保健センター　６日（月）･20日（月）
　合川保健センター　13日（月）･27日（月）
　森吉支所　　　　　６日（月）･20日（月）
　阿仁支所　　　　　13日（月）�
�
●日時　９：30～11：30
　北秋田市保健センター　　　　　　　８日（水）
　合川保健センター　　　　　　　　　15日（水）
　森吉保健センター　　　　　　　　　17日（金）
　阿仁保健・福祉センター　　　　　　22日（水）
●内容　健康相談、血圧測定等
●持参　健康手帳�
�
●日時　24日（金）　13：30～15：30
●場所　森吉保健センター
●対象　４～６月予定の方及びその家族
●内容　母乳育児指導・先輩パパママ・ベビーと交流
　　　　ビデオ学習
●持参　母子健康手帳・筆記用具
●申し込み　17日（金）まで森吉保健センターへ申し込
　　　　　　み下さい　

母子健康手帳交付�

健康相談�

サークル名

キッズ・パーク�

めだか教室�

親子ふれあい広場�

�

ひなたぼっこの会

日にち

17日

２日

10日

24日

９日

会　場

北秋田市保健センター

森吉保健センター

合川保健センター

　　　〃

保健・福祉センター

内　容

お別れお楽しみ会�

お母さんの手作りおやつ教室

ピッコロお話し会

お別れ会�

お別れお楽しみ会 マタニティ講座（後期）�

予防接種（ポリオ）�

精神保健相談・老人精神保健相談及びアルコール健康相談（要予約）�

◎お問い合わせ
　北秋田市保健センター　a62－6666
　合川保健センター　　　a78－4272
　森吉保健センター　　　a72－3455
　阿仁保健センター　　　a82－2116
　

３月29日（水）全血
北 秋 田 市 役 所
鷹 巣 社 会 保 険 事 務 所 �
北 秋 中 央 病 院

10：00～12：00
13：00～14：30�
15：00～16：30�

子育てサークル�

北秋田警察署からのお知らせ�◎お問い合わせ　北秋田警察署　a６２－１２４５

次のアドレスで警察署一覧、指名手配、交通事故、相談　窓口､警察官募集等の情報を提供しています。 
・秋田県警ホームページ　 http://www.akita-kenkei.net/　　・iモードhttp://www.akitakenkei.net/i/index.htm
・北秋田署ホームページ　 http://www.akita-kenkei.net/kitaakita

～詐欺師があなたの財産を�
　　　　　狙っています～

オレオレ詐欺 架空請求詐欺 融資保証金詐欺

・孫、息子、警察官、弁護
士医療関係者等を名乗り、
示談金、慰謝料等の口実で
現金を振り込ませるもの。                   
・すぐに振り込まず、身内
や警察官に相談して下さい。 

・身に覚えのない出会い系
サイトやアダルトサイト番
組の利用料金請求等を装っ
て現金を振込ませるもの。
・身に覚えのない請求は支
払う必要がありません。

・融資の申込みをすると
「信用をみたいから」との
口実で現金を振り込ませる
もの。
・うまい話はありません。   
安易に申込まないことです。

Information　お知らせ�

手口�

対策�

手口�

対策�

手口�

対策�

※交付時記入用紙があり、30～40分
　かかります。
　余裕を持っておいで下さい。

時間は10：00～11：30（キッズパークは11：40まで）
キッズパークのお問い合わせはもろびこども園a62-3444
ひなたぼっこの会の９日（木）は10：00～11：00まで
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　株式会社合川環境が当市増沢地内に設置している産

業廃棄物の焼却施設に係る変更許可申請書及び生活環

境影響調査書を次のとおり縦覧しています。

●縦覧期間　３月23日（木）まで（土・日・祝日は除く）

●縦覧時間　８：30～17：00まで

●縦覧場所　北秋田市役所生活環境課

●意見書の提出時期　４月６日（木）まで

●意見書の提出先　縦覧場所に同じ

◎お問い合わせ　秋田県環境整備課

　　　適正処理推進班　　　a０１８－８６０－１６２５�

�

●日　時　３月９日（木）　13：30～15：30�

●場　所　森吉コミュニティセンター

●講　師　若松シゲ子さん、工藤キサさん

●内　容　おからドーナツ、おからを使った料理

●参加費　３００円（材料代）

●定　員　12名　どなたでも参加できます

●持　参　エプロン、三角巾等

◎申し込み・お問い合わせ

　　　森吉コミュニティセンター　　a７２－３２５９

●採用年齢　一　般　18～34歳未満
　　　　　　技　能　18～55歳未満（国家免許保有者）
※任用期間中は手当が支給されます（日額手当　7,900円）
◎申し込み・お問い合わせ　�
　　　自衛隊大館出張所  　　a０１８６－４２－１３９８

予備自衛官補募集�産業廃棄物焼却施設変更許可申請書の縦覧�

国 民 年 金 は ２ ０ 歳 か ら �
　日本国内に住所のある20歳以上60歳未満のすべて
の人は「国民年金」に加入し、保険料を納付すること
になっています。
　「年金なんてまだまだ先のこと・・」などと思って
いませんか。国民年金は老後だけでなく、病気やケガ
で障害の状態になった場合にも年金が支給されます。
　しかし、加入の届出や保険料の納付を忘れると、年
金が受けられなくなってしまうこともあります。忘れ
ずに手続きをしましょう。
◎加入の種別は次の３種類です
第１号被保険者
　農業、自営業、アルバイト、学生、無職の方等
　・市の国民年金担当窓口（各支所の市民生活課）で
　　加入の手続きが必要です。
　・保険料は、社会保険庁から送付される納付書で納
　　付します。
（※収入が少ないなど、納付が困難な場合には、保険
料の免除制度があるほか、学生・20歳台の方には学生
納付特例制度・若年者納付猶予制度があります。）

第２号被保険者
　サラリーマンや公務員（厚生年金や共済組合の加入者）
　・加入の手続きは、事業主（会社等）が行います。
　・保険料は、加入しているそれぞれの年金制度から
　　国民年金制度へ拠出されますので、個別に保険料
　　を納付する必要はありません。
第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者
　・加入の手続きは、配偶者の勤務する事業主（会社
　　等）が行います。
　・保険料は、配偶者の加入しているそれぞれの年金
　　制度から国民年金制度へ拠出されますので、個別
　　に保険料を納付する必要はありません。
☆20歳から60歳までの間に、加入種別（被保険者の
　種類）が変更になる場合は、その都度、種別に応じ
　た手続きが必要です。�
◎お問い合わせ
　　　保険課　　a６２－１１１８

平成18年 北秋田市標準小作料�

農業者年金相談会のご案内�

　北秋田市農業委員会では、平成18年の小作料の標
準額を設定しました。
　10aあたりの小作料は次のとおりとなります。
●標準小作料
　Ａ地区田　１９，０００円（基準収量570㎏）�
　Ｂ地区田　１５，０００円（基準収量540㎏）�
　Ｃ地区田　　９，０００円（基準収量510㎏）�
　Ｄ地区田　　７，０００円（基準収量480㎏）�
　Ｅ地区田　　５，０００円（基準収量420㎏）�
◎お問い合わせ　北秋田市農業委員会　a６２－６６０９

　制度の加入に関することや農業者年金の受給に関す
ることで相談したい方など、気軽にお越しください。
●日時　３月３日（金）　13：00～16：00
●場所　北秋田市役所　３階　第１会議室

郷土料理教室�

Information　お知らせ�
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（午後６：３０～９：００）

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

曜
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

電話番号
62－1455
62－1267
62－1155
62－2261
63－0515
63－2700
69－5300
62－2882
60－1055
62－1455
62－1146
62－1420
63－0105
62－1101
62－1400
62－1267

医 療 機 関 名
北 秋 中 央 病 院
と し ま 医 院
近 藤 医 院
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
毛利整形外科クリニック
藤 原 医 院
うえだクリニック
北 秋 中 央 病 院
奈 良 医 院
佐藤外科消化器科医院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
と し ま 医 院

武 石 悠 良  

涌 坪 叶 愛  

北 林 将 也  

戸沢花之子

畠 山 良 輝  

松橋日々生

辻 　 睦 月  

木 村 昊 哉  

鈴 木 琉 星  

澤口梨乃彩

(　 )
(　 )
(　 )
(　 )
(　 )
(　 )�
(　 )
(　 )
(　 )
(　 )

深 関

深 関

幸 町

宮 前 町

藤 株

東 横 町

あけぼの町

李 岱

芹 沢   

新 屋 布   

長男

二女

長男

長女

二男

長男

長男

二男

長男

長女

博晃

信也

学

吉徳

文佳

史尚

学

浩悦

昭源

渉

美祐紀

はる美

淳子

志津子

優子

かおり

裕美

ひとみ
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育美
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りゅうせい
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ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん�

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

２月１日～15日届出分

お誕生おめでとう
　　　　ございます
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糠 沢   
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三 里   

李 岱   

合 川   

羽 根 山   

上 御 嶽   

向 本 城   

中 道 岱  

横 町   

五 味 堀

惣 内

阿仁幸屋渡
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おくやみ申し上げます

相 馬 辰 則  
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材 木 町  

岩 脇  （

高 橋 靖 浩
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ひ ろ し

お二人の前途を
　　　　祝福します

今 月の休館日

市立　　　 図書館

上杉あいターミナル

ひまわりの家

鷹　巣�
森　吉�

鷹巣 a６２－３３１１

a７８－９２９０

森吉 a７２－３１９２

開館時間８：３０ ～１９：００

 a７８－４０２５

１、８、１５、１９、２１、２２、２９日

４、５、１１、１２、１８、１９、２１、２５、２６日

６、１３、２０、２７日

開館時間　９：００ ～１７：００まで

開館時間９：００ ～１７：００

小 塚 恭 平

中 嶋 由 枝

きょうへい

よ　し　え

　さん

　さん

堂 ケ 岱  

前 野  （
鈴 木 光 孝  

北 林 美 香 子

こ う こ う

み　　か　　こ

　さん

　さん

阿仁打当

米 内 沢  （
鈴 木 大 地  

伊 藤 恵 美 子

だ　い　ち

え　　み　　こ

　さん

　さん

阿仁打当

湯 沢 市  （

鷹巣図書館のみ31日は年次処理のため休館です

人口と世帯数
１月31日現在
住民基本台帳による

　総人口　40,591人（ 39人減）
　　男　　19,222人（ 14人減）
　　女　　21,369人（ 25人減）
　 出生 　27人　転入　 41人
　 死亡 　57人　転出　 50人
　世帯数  14,872世帯（９世帯減）

前月比�

明 石 嘉 市  

岩本ハルヱ 

堀部サキヱ 

川原タカ子 

三 澤 　 司  

津 谷 マ コ �

長崎ルリ子 

岩 谷 サ メ  

相 馬 定 義  

横山ハツヨ 

工 藤 政 雄  

　橋喜之助 

佐 藤 イ ヨ  

金 田 シ メ  

金 田 カ ネ  

福岡　　博 

平 川 ユ キ  

齊 藤 イ ト  

金 田 ノ ブ  

佐藤スナホ 

九 嶋 一 雄  

吉 田 直 　

細 田 ス ゲ  

岸 野 利 美  

庄司トキヱ 

志 渡 ミ ヨ  
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平成18年度 第13回Ｖリーグ・第９回Ｖ１リーグ出場順位決定戦�
�
平成18年度 第13回Ｖリーグ・第９回Ｖ１リーグ出場順位決定戦�
�●開催期日 ３月11日（土）・12日（日）
●会　　場　鷹巣体育館　a６２－３８００　�
●出場チーム　Ｖリーグ男子　　下位２チーム
　　　　　　Ｖ１リーグ男子　上位２チーム
　　　　　　Ｖ１リーグ男子下位２チーム
　　　　　　地域リーグプレーオフ男子上位２チーム
●試 合 順
第１日　10：00～　　
　第１試合　Ｖ１リーグ８位：地域リーグプレーオフ１位

　第２試合　Ｖ１リーグ７位：地域リーグプレーオフ２位
　第３試合　Ｖリーグ　８位：Ｖ１リーグ１位
　第４試合　Ｖリーグ　７位：Ｖ１リーグ２位
第２日　10：00～   
　第１試合　Ｖ１リーグ８位：地域リーグプレーオフ１位
　第２試合　Ｖ１リーグ７位：地域リーグプレーオフ２位
　第３試合　Ｖリーグ　８位：Ｖ１リーグ１位
　第４試合　Ｖリーグ　７位：Ｖ１リーグ２位　

森吉スキー場　北秋田市民優待プラン�森吉スキー場　北秋田市民優待プラン�

　北秋田市民の皆さまに限り、下記の
優待料金にて阿仁・森吉スキー場をご
利用いただけます。（※阿仁スキー場は
終了しました）
◆利用期間       
　森吉スキー場　３月26日（日）まで
　森吉ヒュッテ　３月18日（土）まで�
◎申し込み・お問い合わせ　　　�
　　　森吉スキー場（森吉ヒュッテ）
　　　　　　　　　a７６－２１１１ 

�

こども

シニア

１日券

半日券

１日券

半日券

　　

2,300円

1,800円

1,300円

　800円

　  

2,800円

2,300円

1,800円

1,500円

優待料金
券種区分利用期間

おとな
３月26日まで

おとな

こども

おとな

こども

　　

6,500円

5,000円

5,000円

4,000円

　  

7,500円

5,500円

5,500円

4,500円

優待料金
券種区分利用期間

３月18日まで

◆森吉ヒュッテ宿泊優待料金（リフト１日券付）

◆リフト・ゴンドラ優待料金

１泊朝食

１泊２食

◆宿泊者は追加リフト券を特別料金で�
　購入いただけます。       
　・１日券＝おとな　１，５００円　�
　　　　　　こども　１，０００円　�
　・半日券＝おとな　　　８００円　�
　　　　　　こども　　　５００円 
◆注意事項        
※こども料金は小学生以下、シニア料金
　は60歳以上（身分証明書が必要です） 
※宿泊は１室３～４名で利用料金。�
　２名利用は１，０００円の加算。
◆利用方法        
　各リフト券売場および宿泊予約時に住
　所を申し出てください。        
※お申し出のない場合は料金の適用にな
　りません。        

平　日 土休日

平休日 休前日
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